
ＩＰＤ事業の実施状況について

2026年10月

日本技術士会
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資料１



１．登録状況

２．周知活動

３．今後の予定
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１．登録状況  (9月15日現在) 

（1）IPD登録アカウント申請者 5月時点：93人⇒9月時点：153人

3

（人)

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計 男性 女性

準会員 13 29 39 11 10 6 3 111 99 12

非会員 6 9 4 12 7 3 1 42

小計 19 38 43 23 17 9 4 153

　月別、会員・非会員別集計

（参考）　非会員42人の内訳
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技術士補

第一次試験合格者

JABEE課程修了者



（2）部門別の人数 5月時点：14部門⇒9月時点：18部門
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 機械
船舶・海

洋
航空・宇

宙
電気
電子

化学 繊維 金属
資源
工学

建設
上下
水道

25 1 0 17 8 0 1 1 51 11

16.3% 0.7% 0 11.1% 5.2% 0 0.7% 0.7% 33.3% 7.2%

衛生
工学

農業 森林 水産
経営
工学

情報
工学

応用
理学

生物
工学

環境
原子力・
放射線

合計

5 2 2 3 6 12 3 1 3 1 153

3.3% 1.3% 1.3% 2.0% 3.9% 7.8% 2.0% 0.7% 2.0% 0.7% 100%



（3）年代別の人数

（４）IPD実績 WEB登録状況
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１０代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計

0 23 50 34 33 9 4 0 153

0% 15.0% 32.7% 22.2% 21.6% 5.9% 2.6% 0% 100%

IPD登録システムにIPD実績を
WEB登録している修習技術者

（IPD実績登録者）
42 名

IPD実績登録者/アカウント申請者 27.5%



２．周知活動

（1）HPへの「IPD事業のメリット」掲載（資料1）

（２）上記内容を各部会、大学技術士会等に周知・広報を依頼

（３）月刊技術士の裏表紙に案内を掲載（資料2）
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(参考資料1 IPD事業のメリット） (参考資料２ 月刊技術士PR）
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（1）Webシステムの段階的整備

１) 第三段階 2026年度末

・講演会への参加システム

（非会員（IPDアカウント保持者)の方もすべての講演会に

申し込み可能とする）

・Peラーニングへの参加

（準会員、非会員（IPDアカウント保持者)が参加可能）

2) 第四段階 2027年度以降

・登録証明書の自動発行

（現在、参加者が少ないことから事務局で連絡を受けてアナ

ログ対応で発行。システム化はIPD登録者が1000名程度

となった場合に導入）
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３．今後の予定



（２）広報の展開

第三段階システム整備完了後以下の広報を令和８年度に行う。

  1） 説明会等の開催

・一次・二次合格者交流会（青年技術士支援委員会）

・一次試験合格者研修会（修習技術者支援委員会）

・二次試験合格者研修会（CPD支援委員会）

  2） 資料配布

・一次試験合格者チラシ配布

３）広報先の検討
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（３）IPD事業の方向性等

     ・Ｗｅｂシステムの利便性向上

・IPD向け研修会・講演会等の充実

を図りつつ、

・IPD参加者数の動向

・IPD懇談会で検討されたIPD支援者の在り方、関係機関との

連携等のゴールイメージ

も踏まえ、IPD事業の方向性について検討を深める。
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